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大
津
由
里
子
、
窟
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に
石
川
女
郎
に
婚
ふ
時
に
、

つ
も
り
の
む
ら
じ
と
ほ
ろ

う
ら
あ
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み
こ
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連
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一
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と
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し
の
の
み
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い
で
ま

ゆ
げ
の
み
こ
い
か
た
の
お
ほ
ぎ
み

士
ロ
野
宮
に
幸
せ
る
時
に
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弓
削
皇
子
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田
王
に
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あ
た

贈
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シ
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る
歌
一
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を
ち
か
た
の
へ
か
か
や
つ
か
あ
ひ
だ
わ
れ

彼
方
野
辺
に
刈
ス
リ
草
の
束
の
間
４
℃
我

み
ゐ
う
へ

ゆ
づ
る
は
の
御
井
の
上
よ
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